
五常の徳「仁義礼智信」

校 長 兼 平 栄 補

いま年少者では、不登校、いじめ、家庭内暴力、薬物中毒等が深刻化しているが、社会全般

に、自己の感情のままに犯す身勝手で不条理な凶悪事件、経済知能的犯行や食品偽装等あきれ

返る事件が多発し、心の荒廃が叫ばれている。

豊かな人間性を育むことが求められているが、日本の伝統や文化に大きな影響を与えた人と

しての道、守るべき徳を説いた儒教の教え「五常の徳」について再確認したい。

五常の徳は、孔子、孟子が説いた、仁、義、礼、智の四端（生まれながらに人に具わってい

る四つのもの）に、信を加えてまとめられたものである。

仁：仁は人間が守るべき理想の姿である。自分の生きている役割を理解し、自分を愛すること、

そして身近な人間を愛し、ひいては広く人を愛することである。単純に情け深いのではなく

（単なる同情ではなく）、自分には厳しく周囲には寛容に、かつ正義に基づいた慈愛を持っ

て接することが大切である。

織田信長にはこの点が欠けており、敵ばかりでなく見方にも非情であった故に、天下統一

ができなかったと言われている。

義：義とは、人の歩んでいく正しい道のこと。義をおろそかにすることは、道を踏み外すこと

になる。仁を実践する基本として、義を貫くことが必要である。本当に人を愛し思いやる生

き方は、勇気を持って正義を貫いてこそ成り立つ。

上杉謙信が「川中島の合戦」のとき、今川・北条側に塩の供給を絶たれた武田信玄に、塩

を自国から供給し、義を貫いた話が有名である。

礼：人の世に秩序を与える礼儀礼節は、仁を実践する上で大切なことである。親や目上の人に

礼儀を尽くすこと、自分を謙遜し、相手に敬意を持って接することが礼、場合に応じて自分

を律し、節度を持って行動することが節といえる。

優秀な軍師諸葛孔明を迎える際の「三顧の礼」は三国志の有名な故事である。

智：智とは、人や物事の善悪を正しく判断する知恵である。さまざまな経験を積むうちに培っ

た知識はやがて変容を遂げ、智となって正しい判断を支える。より智を高めるには、偏りの

ない考え方や、物事との接し方に基づいた知識を蓄えることが必要である。

儒教では「中庸」といって、よいバランスを保って生きることが大切とされている。

信：信とは、心と言葉、行いが一致し、嘘がないことで得られる信頼である。嘘のために一度

損なわれた信頼を、取り戻すことは難しいことである。たとえ、仁なる生き方を実践してい

ても、人に信頼されないことには社会で生きてはいけない。信頼は、全ての徳を支えるほど

に大切である。

二宮尊徳は、「五常講」という五常の徳を実践する者であれば、その心を担保に金を貸す

金融の仕組みを作った。この制度は、後の信用組合の原型となった。

人にとって大切なこと、それは自分という人間を追究することにあり、いったい自分がど

んな人間でどんな生き方をすればいいのかを考えることは、周りの人達にとっても、社会に

とっても良い事だと思う。

この五常の徳の中には、人に対して持つ心と自分に対して持つ心と外面内面両方一体になっ

て人の心は完成するということが書いてあると思う。

ちなみに、南総里見八犬伝で有名は「八徳」は、五常の徳に、「忠」（まごころで仕える心）、

「孝」（親孝行、先祖を大切にする心）、「悌」（仲良くする心）を加えたもので、さらに

「胆」（動じない心）、「勇」（やり遂げようとする心）も必要である。

山ぼうしは「立志の樹」といわれ、本校正門脇に植樹されており、

花も実も 蒼天に立つ 山ぼうし
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平成２１年度 入学式挙行

４月８日（水）、第一体育館において３７回目

の入学式が行われました。今年度は機械科３３名、

電気電子科３１名、建築設備科２５名 計８９名

が入学しました。全校生徒数が３００名となりま

した。

勉強はもちろんのこと資格取得や部活動、もの

づくりの技術習得などさまざまな目標を持っての

入学と思います。全職員で応援します。

高総体宮古地区予選結果

４月２４日（金）２５日（土）に高総体地区予選会が行われ、出場した部のすべてが県大会
進出を決めました。

陸 上 競 技 部 1500ｍ ３位通過、5000ｍ ５位通過、3000ｍＳＣ ２位・５位通過
4×400ｍＲ ５位通過、やり投げ １位通過、砲丸投げ １位通過

卓 球 部 団体 推薦出場
個人 シングルス １・２・３・５・６位通過 他に推薦出場１名
個人 ダブルス １・２・３位通過

ソフトテニス部 団体 ３位通過、個人 不通過

弓 道 部 団体 １位通過、個人 １位・３位・４位通過

サ ッ カ ー 部 通過（３勝無敗）

柔 道 部 団体 １位通過
個人 60kg 級 ３名通過、66kg 級 1 名通過、
73kg 級 1 名通過、81kg 級 1 名通過、100kg 級 1 名通過

４月の山ぼうし

５月の行事予定
１日（金）３年生進学模試

９日（土）PTA 総会、月曜日授業

１０日（日）野球春季大会地区予選

１１日（月）代休

１３日（水）眼科検診

１４日（木）頭髪服装検査

１８日（月）貧血・血圧検査、

生活習慣病予防検診

学校評議員会

２０日（水）高総体開会式

２２日（金）～２５日（月）

高総体陸上競技

２３日（土）開校記念日

２５日（月）性教育講演会（２年）

２７日（水）津軽石川原清掃

２８日（木）～３１日（日）

高総体バスケ ,ラグビー ,柔道 ,弓道

頑張れ

宮工！


